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演題番号：A9

淡路島における豚熱発生と防疫対応
○片山光正
兵庫県淡路家畜保健衛生所

1．はじめに：2023 年 7 月、淡路島の養豚農場で豚熱が発生
し、その防疫対応にあたった。
2．発生概要：約 700 頭を飼養する農場。同年 6 月中旬奇形
を中心に、哺乳豚の死亡が散見されるも　近親交配の影響を
疑う。7 月中旬以降継続的に 2～3 頭／日死亡したことから　
淡路家畜保健衛生所へ病性鑑定依頼。当所の遺伝子検査で陽
性となり、農研機構動物衛生研究部門での検査の結果　豚熱
の患畜と確定。
3．防疫対応：農場が準備していた埋却地が地下水の湧水や地
すべり地域であったため使用できず新たな埋却地を確保しな
がら、農場での殺処分を進めなければならない状況に追い込
まれた。まん延防止措置を急ぐ必要があり、子豚について感
染性廃棄物処理容器に密封し焼却処分をまず実施した。埋却
地は確保できたものの（1）農場から埋却地が離れていること

（2）掘削工事が完了するまで数日間を要するが、殺処分も進め
る必要があったことなどから家畜死体輸送用の「防疫バック」
を使用し殺処分した豚を封じ込めた。埋却にあたっても防疫
バックごと埋却し、地面は遮水シートで覆うなど発掘禁止期
間中の漏出リスク軽減を図った。

4．今後の対応：淡路島は（1）日本一ため池が多い（2）浅い地
下水脈がいたるところにある地質構造（3）地すべり地域も多数
あることから埋却地の確保が困難である地域の特性がある。
そこで移動式レンダリング装置の活用等で農場防疫計画を検
討し、具体的な設置場所の調整、作業に必要な重機の確保、
防疫演習の実施を行い、豚熱の防疫への備えを強化している。
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管内飼養山羊に発生した肝蛭症事例
○森永大吉 1），大隅恒佑 2），吉良卓宏 1）

1）京都府南丹家畜保健衛生所，2）京都府丹後保健所

1．はじめに：反芻動物の肝蛭症は、主に胆管への肝蛭寄生に
より引き起こされ、肝傷害や発育遅延、泌乳量の低下等によ
り経済的損失を与える疾病である。近年、国内飼養牛におけ
る発生数、報告数が減少している一方、シカ等野生動物にお
いて肝蛭症がまん延していることが報告されており、野生動
物から家畜へ肝蛭が伝播することが危惧されている。今回、
管内飼養山羊において肝蛭症による死亡事例が発生した。
2．発生農場：山間部に位置し、発生当時、成山羊 3 頭（ザー
ネン種、約 32 か月齢、兄弟）、烏骨鶏 5 羽、馬 1 頭を飼養。
山羊は、昼間は以前水田であった土地で放牧されていた。
3．発生概要：令和 5 年 11 月 6 日、山羊 1 頭が下痢を呈した
後死亡。その後、13 日、17 日にそれぞれ 1 頭死亡。短期間で
の死亡が続いたため、2 頭目、3 頭目の病理解剖を実施したと
ころ、2 頭ともに可視粘膜蒼白、腹水多量貯留、肝臓硬結、
胆管内に肝蛭成虫の多数寄生、直腸便に肝蛭卵を多数確認し
た。3頭目の病理組織学的検査では、肝臓実質に組織の破壊と
出血を伴う線状病変（虫道）、虫道辺縁の肝細胞の壊死、胆管
粘膜下における結合組織の増生、胆嚢上皮の潰瘍を認めた。
以上のことから、3 頭の死亡原因は肝蛭症によるものと診断

した。
4．対　応：当該農場では、令和 6 年 1 月に他県から山羊 3 頭
を新たに導入し、春から先と同じ放牧場に放牧を開始した。
放牧に当たり駆虫薬の投与を指導するとともに当所による定
期的な糞便検査及び環境調査による監視を実施中。また、管
内山羊飼養農場へは家畜衛生情報により情報提供及び注意喚
起を実施。さらに山羊を放牧飼養する農場のうち5 農場 19 頭
の山羊糞便を検査し全頭の肝蛭卵陰性を確認。今後は、山羊
飼養者に対し、糞便検査の継続による早期発見、投薬指導等
による発生防止に努めていきたい。また、今回の発生農場は
山間部に位置し、シカ等の野生動物も目撃されていたことか
ら、野生動物間で肝蛭の生活環が維持されており、農場に伝
播した可能性が考えられる。今後もシカ等の野生動物を介し
た肝蛭の汚染地域拡大が懸念されるため、野生動物の糞便検
査を実施し、野生下での寄生状況を把握することで侵入防止
対策の強化や注意喚起に努めていきたい。
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